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キャンプの最後に記念撮影。名古屋大学、金沢大学、新潟大学を中心としたメンバー。実際の合宿参加者はこの 2 倍程度。 

 

「玄関を出たらすぐ直進」 

山川氏提案の合宿スタイル 

 
2012 年 9 月 8-9 日 長野県駒ケ根高原 

山川キャンプ駒ケ根 

 

 

駒ケ根の森を堪能駒ケ根の森を堪能駒ケ根の森を堪能駒ケ根の森を堪能    
まだまだ残暑厳しい時期だが、標高

1000m の駒ケ根の森に入ると、走ろうと

いう気持ちになれるほどの涼しさを感

じる。 

駒ケ根高原にあるログキャビンをい

くつか借りてオリエンテーリングの合

同合宿が行われた。参加したのは大学

生のグループと社会人有志の合計30名

ほど。ちょうど全員に目が届くほどの

規模だ。 

駒ケ根高原の平坦な森を使って、直

進と森のナビゲーションをたっぷりと

楽しんだ。夏でも走り易く快適な森が

広がっている。 

ミドルレース、サーキットスタイル

のショートコース、スプリントレース、

リレー形式のミニレースなど詰まった

内容である。トレーニング中に渡る小

川には清流が流れ、臨時の給水所とな

ってくれる。 

 

 

理想の合宿形態理想の合宿形態理想の合宿形態理想の合宿形態    
「森の一角から、すぐに合宿とレー

スに飛び出してゆけるスタイルを提案

したい。」 山川氏の理想をこの山川キ

ャンプで実現しようとした。本人はも

っと大規模に行いたかったようだが、

理想を詰め込み過ぎるあまり、構想に

時間がかかりすぎ、体力的に準備が破

綻したようだ。同時に開催する予定だ

った公認レースを直前になって中断す

るという状況になってしまった。 

来年はもう一度仕切り直して、この

駒ケ根高原でイベントを行う計画のよ

うだ。 

 

 

避暑の森で避暑の森で避暑の森で避暑の森で    
年々、猛暑の度合いがひどくなって

いる日本の夏。そんな夏でも避暑地の

高原は極楽だ。やっぱり夏は高原の森

でオリエンテーリング！ 

（木村佳司） 

 

 
朝練で直進のトレーニングを行う学生参加

者。キャンプ場でテント泊し、バーベキュ

ーを行うなどアウトドアの楽しさいっぱい。 

 
世界選手権日本代表の谷川友太と、背後を

走る世界選手権日本代表コーチの吉田勉 

 

 

直進とナビゲーション漬けの日 
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